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JMITU全国 ２１年夏季一時金回答（６月１８日現在）
組合員平均 ６０１，９６０円（２．２２ヶ月）
支部分会平均 ５８４，６１０円（１．９５ヶ月）

統
一
回
答
指
定
日
（
６
月
２
日
）

全
国
い
っ
せ
い
に
１
０
８
支
部
分
会

で
有
額
回
答
（
春
夏
妥
結
し
た
５
６

支
部
分
会
を
含
め
）
を
引
き
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
１
８
日
現
在
、
全

組
合
員
参
加
の
夏
季
一
時
金
闘
争
や

産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
連
帯
し
た

取
り
組
み
強
化
で
、
あ
ら
た
に
２
３

支
部
分
会
が
有
額
回
答
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
回
答
指
定
日
以
降
、

１
８
支
部
分
会
で
２
次
以
上
の
上
積

み
回
答
を
引
き
出
し
、
昨
年
同
期
比

で
組
合
員
平
均
で
は
依
然
と
し
て
下

回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
支
部
分
会
平

均
で
は
昨
年
を
上
回
る
奮
闘
が
続
い

て
い
ま
す
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
生
活

改
善
を
求
め
早
期
解
決
で
き
る
回
答

を
引
き
出
す
最
終
盤
の
取
り
組
み
強

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
１
夏
季
一
時
金
で
、
職
場
す
べ

て
の
労
働
者
の
要
求
を
取
り
上
げ
奮

闘
し
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
支
部

が
あ
り
、
今
後
の
運
動
の
教
訓
と
言

え
ま
す
。

川
崎
支
部
・
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
会
、
東
京
・
大
東
工
業
支
部
、

東
京
・
ア
ジ
ア
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

支
部
の
３
職
場
で
、
嘱
託
社
員
（
継

続
雇
用
者
）
に
、
正
社
員
と
同
月
数

支
給
の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
回
答
状
況

を
支
部
分
会
別
に
み
る
と

静
岡
・
河
合
連
合
支
部
で
継
続
雇

用
者
に
１
．
３
５
ヶ
月
プ
ラ
ス
特
別

感
謝
金
０
．
１
５
ヶ
月
の
回
答
。

東
京
・
鈴
木
シ
ャ
ッ
タ
ー
支
部
で

継
続
雇
用
者
に
昨
年
の
支
給
よ
り
４

万
円
増
の
回
答
。

茨
木
・
池
貝
支
部
で
は
契
約
社
員

に
２
０
万
円
の
回
答
。

埼
玉
・
谷
川
電
気
支
部
で
は
再
雇

用
者
に
１
．
０
ヶ
月
の
回
答
。

東
京
・
島
崎
製
作
所
支
部
で
は
再

雇
用
者
に
０
．
３
５
ヵ
月
の
回
答
。

大
阪
・
田
辺
鉄
工
支
部
で
は
継
続

雇
用
者
に
３
８
万
円
の
回
答
。

東
京
・
ユ
ニ
オ
ン
光
学
支
部
で
は

７
０
歳
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
１
．
１
０
ヶ
月
の
回
答
。

千
葉
・
小
川
商
店
支
部
で
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
、
昨
年
回
答
よ

り
２
万
円
増
の
７
万
円
の
回
答
。

な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
の
均
等
待

遇
の
実
現
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま

す
。す

べ
て
の
働
く
労
働
者
は
、
雇
用

形
態
は
違
っ
て
も
、
生
活
費
は
正
社

員
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
一
時
金
は

「
賃
金
の
一
部
」
で
す
。

《
長
谷
川
支
部
執
行
委
員
長
》

全
国
１
３
１
支
部
分
会
で

有
額
回
答
引
き
出
し

「
不
合
理
な
格
差
の
解
消
・
改
善
」
は

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
夏
季
闘
争
の
中
心
課
題

《
お
知
ら
せ
》

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
は
、

第
６
９
回
定
期
大
会
（
全
員
大
会
）

を
次
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

７
月
２
５
日
（
日

）

１
３
時
開
会
１
２
時
４
５
分
受
付
）

場
所
：
川
崎
市
総
合
自
治
会
館

（
武
蔵
小
杉
駅
下
車

）

継
続
雇
用
者
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
、
パ
ー
ト
労
働
者
に

一
時
金
支
給
の
回
答
も
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支 部 年 間 総 括 会 議
総
括
会
議
が
６
月
２
０
日
（
日
）

支
部
事
務
所
に
て

１
３
時
～
１
６
時
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は

長
谷
川
清

浅
岡

矢
部

細
谷
静
雄

今
野

光
田

小
林

石
田

議
長
を
矢
部
さ
ん
で
進
め
ま
し

た
。

浅
岡
書
記
長
が
報
告

秋
闘
ま
で
は
２
月
２
１
日
臨

時
大
会
で
取
り
上
げ
て
い
る
の

で
春
闘
か
ら
進
め
ま
し
た
。

春
闘
・
一
時
金
闘
争
の

取
組
み

《
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
》

春
闘
は
要
求
一
律
８
０
０
０

円
、
夏
季
一
時
金
は
１
．
８
ヶ

月
の
要
求
。
会
社
は
「
賃
上
げ

は
見
送
り
、
一
時
金
は
業
績
か

ら
見
て
前
年
度
を
下
回
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
」
と
有
額
回
答
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
月
２
５
日
に
一
時
金
１
．
５
ヶ

月
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

《
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

分
会
》

春
闘
は
一
律
６
３
０
０
円

（
２
．
２
％
）
初
任
給
は
高
卒

以
外
の
初
任
給
が
１
４
年
ぶ
り

に
２
０
０
０
円
ア
ッ
プ
の
改
善

が
実
現
し
ま
し
た
。

一
時
金
は
年
間
６
ヶ
月
の
要

求
に
対
し
て
５
ヶ
月
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
５
ヶ
月
は
２
０

１
５
年
に
５
．
４
ヶ
月
に
出
て

か
ら
久
々
の
５
ヶ
月
台
の
回
答

で
し
た
。
一
時
金
交
渉
を
行
っ

て
集
約
の
仕
方
に
も
う
少
し
考

え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

拡
大
に
つ
い
て

◎
今
の
組
合
構
成
を
調
べ
て
拡

大
に
役
立
て
る
。
日
本
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
社
員
は
何
人
い
る
か
。

◎
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、

組
合
員
は
２
組
を
含
め
て
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
未
加

入
者
は
何
名
い
る
の
か
な
ど
。

全
体
を
調
べ
て
の
拡
大
を
進

め
る
。

◎
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で

は
組
合
員
が
７
月
６
日
で

退
職
に
な
り
、
職
場
に
残
っ

て
い
る
組
合
員
は
３
名
と
な

り
ま
す
。

◎
拡
大
を
ど
う
す
る
の
か
。
長

谷
川
清
さ
ん
、
小
林
は
ビ
ラ

配
布
で
顔
つ
な
ぎ
が
出
来
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
意
見

◎
崎
陽
軒
は
労
働
相
談
か
ら
、

組
織
拡
大
に
入
れ
る
。

◎
エ
ア
コ
ン
早
く
決
め
る
、
夏

が
来
る
前
に
。

◎
活
動
日
誌
は
見
づ
ら
い
。

見
や
す
く
す
る
よ
う
に
工
夫

を
す
べ
き
。

◎
支
部
事
務
所
の
裏
側
の
用
水

の
土
手
に
、
大
き
く
な
っ
た

木
が
生
え
て
い
る
。
以
前
は

ト
イ
レ
の
水
回
り
が
壊
れ
て

し
ま
っ
た
事
も
あ
り
、
大
き

く
な
っ
た
木
の
枝
が
電
線
に

絡
む
こ
と
も
あ
り
、
切
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
今
は
根
元

か
ら
切
り
ま
し
た
。
見
た
感

じ

が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

〈
木
を
切
る
前
の
様
子
〉

〈
木
を
切
っ
た
後
の
様
子
〉

◎
ワ
ク
チ
ン
の
は
な
し
で
す
。

私
は
（
小
林
）
接
種
を
し
ま

し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
玉
川
ル
ネ
サ

ン
ス
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
受
け

ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
は
「
モ

デ
ル
ナ
」
で
す
。
人
に
よ
っ

て
は
副
作
用
が
怖
く
て
受
け

な
い
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し

た
。



小
杉
の
展
示
会

小
杉
で
の
展
示
会
が
無
事
に
終

わ
り
ま
し
た
。
５
月
２
７
日
～
６

月
２
日
の
１
週
間
で
し
た
。

今
回
見
に
き
て
く
れ
た
方
々
は

２
０
１
名
で
し
た
。
展
示
会
は
色
々

と
話
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と

い
っ
て
も
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
※

（
５
月
２
８
日
発
行
中
原
版
）
に

記
事
が
載
っ
た
事
で
す
。

５
月
２
２
日
頃
、
突
然
に
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
「
私
は
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
い
る
担
当

の
者
で
す
」
「
ぜ
ひ
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー

ス
に
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
が
あ
り
市
民
館
前
で
取
材
を
受

け
ま
し
た
。
写
真
は
市
民
館
前
で

す
。見

に
来
ら
れ
た
方
は
組
合
関
連

の
人
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
つ
い
で

に
見
に
来
た
人
。
多
く
の
人
か
ら

「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
来
た

よ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定

横
浜
第
１
回
Ｚ
Ｅ
Ｎ
展
を
展
示

予
定
で
す
。
知
人
か
ら
の
紹
介
で

展
示
会
を
知
り
応
募
を
し
ま
し
た
。

＊
期
間
は

８
月
２
５
日
～
２
９
日
ま
で

＊
場
所
は

横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
」
は
神
奈

川
県
全
域
・
東
京
多
摩
地
域
の
情

報
紙
で
す
。
川
崎
エ
リ
ア
の
中
原

区
版
に
の
り
ま
し
た
。

三
和
分
会

小
林
正
一

（３） 6712号

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
今
週
に
ア
ッ
と
驚
く
報
道
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
森
友
学
園
の
国

有
地
売
却
に
関
す
る
公
文
書
改
ざ

ん
問
題
で
、
そ
の
経
緯
な
ど
を
記

し
た
『
赤
木
フ
ァ
イ
ル
』
が
２
３

日
ま
で
に
大
阪
地
裁
に
提
出
さ
れ

ま
す
。
▼
こ
の
問
題
を
苦
に
自
殺

し
た
赤
木
さ
ん
の
妻
の
雅
子
さ
ん

は
、
『
夫
が
残
し
た
も
の
を
黒
塗

り
に
せ
ず
全
て
出
し
て
ほ
し
い
』

と
語
り
ま
す
。
▼
こ
れ
ま
で
に
黒

塗
り
の
文
書
を
ど
れ
ほ
ど
見
た
事

で
し
ょ
う
。
安
倍
政
権
と
官
僚
の

癒
着
や
忖
度
が
行
政
を
歪
め
、
中

身
が
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
く
ら

い
真
黒
な
文
書
は
、
不
正
の
証
拠

で
す
。
▼
雅
子
さ
ん
は
『
人
間
が

壊
れ
て
い
く
姿
を
最
後
ま
で
隣
で

見
て
い
た
』
『
明
る
く
て
楽
し
か
っ

た
夫
と
の
２
２
年
間
と
苦
し
か
っ

た
１
年
間
を
取
り
返
し
た
い
』
と

語
っ
て
い
ま
す
。
▼
国
は
フ
ァ
イ

ル
の
一
部
を
黒
塗
り
に
す
る
方
針

で
す
が
、
改
ざ
ん
に
か
か
わ
っ
た

元
上
司
の
名
前
を
明
ら
か
に
す
べ

き
で
す
。

シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ



小
生
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
得

意
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
観
戦

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
国
内
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
テ
レ
ビ

で
見
て
感
動
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
少
し
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
メ

デ
ィ
ア
の
放
映
権
の
為
に
、

真
夏
の
日
本
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
や
、
競
技
の
時
間
帯
も

ア
メ
リ
カ
の
時
間
帯
に
合
わ

せ
る
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
に
と
っ
て
良
い
状
態
で

は
な
い
の
で
は
。
２
０
１
３

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定

（
２
０
１
３
年
９
月
８
日
）

当
初
、
「
世
界
一
お
金
の
か

か
ら
な
い
五
輪
（
コ
ン
パ
ク

ト
五
輪
）
」
「
復
興
５
輪
」

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
安
倍

前
首
相
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
（
２

０
１
３
年
９
月
）
で
「
福
島

は
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
い
る
」
と
演
説
。
本

当
な
の
？

そ
の
後
次
々
と
問
題
が

発
生
し
て
き
ま
し
た

費
用
の
問
題
で
は
、
当
初

予
算
は
７
３
４
０
億
円
が
現

在
で
は
３
兆
円
を
超
え
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

新
国
立
競
技
場
の
設
計
・
施

工
業
者
変
更
、
エ
ン
ブ
レ
ム

盗
作
、
招
致
時
の
賄
賂
疑
惑
、

森
喜
朗
前
会
長
の
女
性
蔑
視

発
言
、
開
会
・
閉
会
式
の
演

出
者
の
女
性
タ
レ
ン
ト
を
侮

辱
す
る
よ
う
な
演
出
の
発
案

等
々
、
と
ん
で
も
な
い
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
の
命
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
政
府
の
コ
ロ

ナ
対
応
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

す
ぎ
ま
す
。
２
０
２
０
年
中

国
習
近
平
主
席
来
日
予
定
の

為
中
国
か
ら
の
入
国
者
拒
否

の
遅
れ
（
水
際
対
策
の
遅
れ
）
、

ア
ベ
の
マ
ス
ク
に
始
ま
り
全

国
一
斉
学
校
休
校
、
ゴ
ー
ツ
ー

ト
ラ
ベ
ル
な
ど
な
ど
。
そ
し

て
今
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
基
本
の
一

つ
は
人
流
（
イ
ヤ
な
言
葉
だ

が
）
を
抑
え
る
こ
と
の
は
ず
。

聖
火
リ
レ
ー
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
専
門
家
会

議
が
無
観
客
と
言
う
の
に
１

万
人
。
東
京
を
中
心
に
全
国

に
人
の
流
れ
が
お
き
る
。

６
月
２
１
日
の
５
者
協
議
で

入
場
者
は
、
一
般
観
客
１
万

人
、
別
枠
で
大
会
関
係
者

（
観
客
で
な
い
と
い
う
位
置

づ
け
で
？
）
１
万
人
（
現
時

点
で
）
プ
ラ
ス
小
・
中
学
校

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
観
戦
す

る
児
童
と
引
率
者
。
会
場
で

観
客
へ
の
酒
類
の
販
売
も
認

め
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る

と
の
話
も
あ
る
。

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
中
で
飲

食
店
を
は
じ
め
と
し
た
国
民

に
自
粛
を
求
め
る
こ
と
と
あ

ま
り
に
も
矛
盾
し
て
い
て
、

無
茶
苦
茶
で
す
。
政
府
の
無

能
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
い
ま

す
。

あ
え
て
言
わ
せ
て

も
ら
い
ま
す

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の

尾
身
茂
会
長
な
ど
は
、
結
局

政
府
が
人
選
し
て
招
集
し
た

専
門
家
で
御
用
学
者
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
大
も
推
進
し
て
こ
な
か
っ

た
し
、
い
つ
も
政
府
の
方
針

へ
の
追
随
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
そ
の
彼

ら
で
さ
え
、
「
無
観
客
で
の

開
催
」
（
６
月
３
日
に
は

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
所
で
や

る
の
は
普
通
で
は
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
が
そ
こ
か
ら
は

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
）
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
ほ
ど
コ
ロ
ナ
感

染
が
危
険
な
状
況
な
る
と
い

う
事
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
中
で
見
え
て

き
た
の
が
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
問
題

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
商

業
化
や
、
あ
ま
り
に
も
不
平

等
な
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
東
京
都
の

「
開
催
都
市
契
約
」
、
財
政

の
非
民
主
制
等
々
。
今
回
初

め
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
Ｉ

Ｏ
Ｃ
は
法
律
的
に
は
ス
イ
ス

の
国
内
法
に
基
づ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
た

め
、
ス
イ
ス
の
法
制
・
税
制

か
ら
守
ら
れ
、
財
務
や
報
酬

の
公
開
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
収
支
が

い
く
ら
で
も
勝
手
に
で
き
る

と
い
う
事
で
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
あ
ま
り

に
も
危
険
す
ぎ
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
こ
の
夏
の
開
催
は
中
止

す
べ
き
で
す
。

【
細
谷
静
雄

記
】

6712号 （4）

こ
の
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
止
を



６
月
１
８
日

１
９
時

よ
り
川
崎
駅
東
口
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
か
わ
さ
き
の
街
頭
労
働

相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
支
部
か
ら
は
４
名
参

加
し
ま
し
た
。

相
談
件

数
は
２
件
で
そ
の
う
ち
の

１
件
に
「
職
場
で
上
司
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
強
要
さ
れ
て
い

る
。
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
も

あ
り
接
種
し
た
く
な
い
」

と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
弁
護
士
さ
ん
が
対
応

し
「
接
種
の
判
断
は
本
人

の

自

由
。

強

制
の

証

拠

（
録
音
等
）
を
残
し
て
。

い
つ
で
も
相
談
に
乗
り
ま

す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

や
は
り
こ
う
し
た
問
題

は
出
て
く
る
な
と
思
い
ま

し
た
。
今
後
職
域
接
種
が

増
え
れ
ば
も
っ
と
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

６
月
２
１
日
付
け
毎
日

新
聞
２
面
に
「
ワ
ク
チ
ン

休
暇
新
設
」
の
企
業
ア
ン

ケ
ー
ト
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
接

種
の
自
由
に
か
か
わ
る
点

に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て

い
て
、
「
接
種
を
望
ま
な

い
人
の
判
断
を
尊
重
す
る

必
要
が
あ
り
『
同
調
圧
力
』

が
か
か
り
や
す
い
企
業
で

の
接
種
は
配
慮
が
求
め
ら

れ
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、

「
従
業
員
が
接
種
を
受
け

た
か
ど
う
か
を
企
業
と
し

て
管
理
す
る
か
」
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
４
割

の
企
業
が
「
接
種
状
況
は

会
社
で
は
管
理
し
な
い
」

と
回
答
。
理
由
は
「
接
種

の
判
断
は
個
人
の
意
思
、

会
社
が
管
理
す
る
と
個
人

の
不
利
益
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
」
「
会
社
と
し
て

接
種
を
強
制
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
な
る
」

一
方
約
４
分
の
１
の
企
業

が
「
会
社
と
し
て
把
握
す

る

」
と

回
答

。

理

由

は

「
副
反
応
へ
の
対
応
の
た

め
（
接
種
実
績
そ
の
も
の

を
管
理
す
る
意
図
は
な
い
）
」

ち
な
み
に
ワ
ク
チ
ン
休

暇
新
設
に
つ
い
て
は
、
約

５
６
％
の
企
業
が
「
設
け

る
、
設
け
る
予
定
」
１
８
．

７
％
が
「
設
け
な
い
」
と

回
答
。

２
０
２
０
年
１
２
月
に

改
訂
さ
れ
た
「
予
防
接
種

法
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

は
臨
時
接
種
の
特
例

②
接
種
費
用
は
無
料

③
接
種
は
努
力
義
務
で
強

制
せ
ず

④
実
施
主
体
は
市
区
町
村

⑤
健
康
被
害
の
補
償
は
国

が
肩
代
わ
り
。

こ
こ
で
、
接
種
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
４
項
目
あ
る
付

帯
決
議
の
１
項
２
項
で

１
項
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の

判
断
が
適
切
に
な
さ
れ
る

よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
及
び
有
効
性
、
接
種
し

た
場
合
の
リ
ス
ク
と
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
そ
の
他
の
接
種

の
判
断
に
必
要
な
情
報
を

迅
速
か
つ
的
確
に
公
表
す

る
と
と
も
に
、
接
種
す
る

か
し
な
い
か
は
国
民
自
ら

の
意
思
に
委
ね
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す

る
こ
と
。

２
項
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
な
い
者
に
対
し
て
、

差
別
、
い
じ
め
、
職
場
や

学
校
等
に
お
け
る
不
利
益

取
扱
い
等
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
広
報
等
に
よ
り
周
知
徹

底
す
る
な
ど
必
要
な
対
応

を
行
う
こ
と
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
個
人

の
意
思
で
す
。

課
題
も
あ
り
ま
す
。

２
月
５
日
の
衆
院
予
算

委
で
河
野
行
政
担
当
相
は

「
国
際
的
に
海
外
渡
航
時

に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明

を
シ
ス
テ
ム
化
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
り
、
国
民

が
困
る
と
思
う
が
、
国
内

で
接
種
証
明
を
求
め
る
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
想
定
し

づ
ら
い
」
と
発
言
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
イ
ベ
ン
ト

会
場
、
飲
食
店
な
ど
で
接

種
歴
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。

【
細
谷
静
雄

記
】

6712号 （5）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

選
択
は
強
制
で
は
な
い
！

（
自
分
自
身
に
向
け
て
）



難易度★★★☆☆【中級】
5 A 4 1

3 6 8 2
B 6 2

2 8 1
8 C 9 4

1 2
D 6

6 9 5 7
1 8 5

 

今後の日程 
６月２６日（土）未組織宣伝（登戸駅）10:00～11:00／労働相談（支部事務所）13:00～17:00 

最低賃金闘争 11:00～（赤レンガ前集合） 

  ３０日（水）第 18 回支部執行委員会（支部事務所）19:00～ 

7 月０３日（土）労働相談（支部事務所）13:00～17:00 

  ０７日（水）第 11 回書記局会議（支部事務所）19:00～ 

  １０日（土）労働相談（支部事務所）13:00～17:00 

        ＪＭＩTＵ中央第１２回定期大会 10:30～17:30（全労連会館） 

  １１日（日）第２回「くらし応援・食糧支援・なんでも相談」11 時～13 時 

          主催：川崎労連・実行委員会  会場：川崎区東田公園 

  １４日（水）支部報編集委員会 18:00～ 

        第 1９回支部執行委員会（支部事務所）19:00～ 

  １７日（土）ワーカーズネット総会（テクノかわさき）13:00～ 

  １９日（月）憲法改悪阻止・核兵器廃絶 宣伝行動（国会正門前）調査中 

  ２４日（土）労働相談（支部事務所）13:00～17:00 

  ２５日（日）第６９回川崎支部定期大会（総合自治会館）13:00～ 

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

ナンバープレイスに応募しましょう！！(６７１２号)

太い点線わくのＡ～Ｄに入る４つの数字を答えてく

ださい。応募ははがき・ＦＡＸ・メモ等で次回支部

報発行日（おおよそ２～３週間）までにお名前・住

所と職場名をそえてご連絡下さい。応募はどなたで

も結構です。正解者の中から抽選で5名の方に５０

０円相当の図書カード・クオカードかビール券を差

し上げます。

応募方法

【クイズの解き方】３×３のブロックに区切られた９×９の正方形の枠内に１～９までの数字を

入れるペンシルパズルの一つです。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

支
部
財
政
部
よ
り

『
夏
季
一
時
金
カ
ン
パ
』
の
お
願

い

財
政
部
長
浅
岡
正
夫

コ
ロ
ナ
禍
が
、
益
々
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

支
部
財
政
の
現
状
は
厳
し
く
、

組
合
員
の
高
齢
化
や
組
合
員
の
減

少
で
困
難
な
面
も
起
き
て
お
り
、

支
部
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
は
、

思
い
切
っ
た
取
組
み
を
行
う
必
要

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

財
政
の
確
立
が
必
要
で
す
。

支
部
組
合
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会

員
及
び
支
部
活
動
に
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
『
年
末
一

時
金
カ
ン
パ
』
を
心
よ
り
お
願
い

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

※
支
部
執
行
部
に
直
接
渡
す
か
、

郵
便
局
の
振
替
口
座
で
お
願
い
し

ま
す
。

【
振
込
先
】
郵
便
振
込

口
座
名

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部

口
座
番
号

０
０
２
１
０
ー
５
ー
８
９
２
５
４

組合費の納入よろしくお願いします


